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問6 下線部③の試薬Xに該当するものを次の（ア） ～ け）より1つ選び， 記号で答

えよ。

（ア）NaOH

江）Ks [Fe (CN) 6] 

（イ） NH3

切 KSCN

（ウ）応[Fe(CN)且

問7 操作(3)と(7)では いずれもろ液に硫化水素を通じる操作を行っているが， 操

作(3)では沈殿Dは生じない。 これは操作(3)と(7)を行った際の実験条件の違い

によるが， この実験条件の違いとは何か， 簡潔に答えよ。

問8 操作（8）において． 炭酸アンモニウム水溶液の代わりに， 炭酸ナトリウム水溶液

を用いることは適切な操作といえるか。 理由を含めて答えよ。
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